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今
月
の
納
税
メ
モ

国
民
健
康
保
険
料
　
三
月
分

納
期
限

三
月
三
十
一
日
ま
で

正
明
市
駅
前
広
場
が

三
月
末
に
完
成

正
明
市
駅
前
広
場
の
拡
張
工
事

の
た
め
乗
降
客
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
て
い
ま
す
が
、
工

事
も
順
調
に
す
す
み
、
三
月
末
に

は
図
の
よ
う
に
完
成
す
る
予
定
で

、
広
場
の
中
央
に
は
緑
地
帯
を
設

け
、
長
門
市
陸
の
玄
関
口
と
し
て

恥
じ
な
い
立
派
な
広
場
が
出
来
あ

が
り
ま
す
。

な
お
、
市
建
設
課
で
は
庭
木
等

を
こ
の
緑
地
帯
に
植
え
る
計
画
で

、
一
般
か
ら
の
ご
寄
贈
を
希
望
し

て
い
ま
す
。

山
口
県
広
報
写

真
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
要
領

募
集
す
る
写
真

左
の
よ
う
な
も
の
を
題
材
と
し

た
山
口
県
内
で
の
作
品

①
健
康
生
活

②
交
通
安
全

③
公
衆
道
徳

④
美
し
い
環
境
づ
く
り

④
郷
土
自
慢
（
美
し
く
魅
力
あ
る

郷
土
の
紹
介
）

応
募
資
格

制
限
あ
り
ま
せ
ん

サ
イ
ズ四

つ
切
り
（
白
黒
）

応
募
の
締
切
り

昭
和
3
7年
３
月
2
5日

作
品
の
送
り
先

山
口
市
厳
島

山
口
県
企
画
部
県
政
課
宛

賞

山
火
事
を
防
ご
う

春
の
火
災
予
防
運
動

こ
れ
か
ら
は
山
火
事
の
多
い
季

節
で
す
。
長
門
市
で
の
山
火
事
は

昨
年
四
月
大
河
内
の
山
火
事
を
は

じ
め
こ
こ
二
、
三
年
の
う
ち
に
急

激
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

山
口
県
下
で
昨
年
起
っ
た
山
火

事
の
損
害
額
は
一
億
九
千
三
百
万

円
に
も
達
し
ま
し
た
。

山
火
事
は
二
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
最
も
多
く
、
全
体
の
八
〇
％

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
を
調
べ
て
み
ま
す
と

、
九
九
％
ま
で
が
山
へ
入
る
人
の

一
寸
し
た
不
注
意
が
も
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
焚
火
の
不
始

末
　
た
ば
こ
の
吸
い
ガ
ラ
に
よ
る

発
生
が
一
番
多
く
、
全
体
の
七
〇

％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
消
防
本
部
で
は
山
火
事
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
充
分
注
意
監
督

は
し
て
い
ま
す
が
、
何
し
ろ
広
い

山
野
の
こ
と
で
十
分
な
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
か
ら
、

山
や
野
に
行
か
れ
る
皆
さ
ん
の
一

人
一
人
が
、
た
ば
こ
の
吸
い
ガ
ラ

、
焚
火
の
後
始
末
な
ど
を
完
全
に

行
な
い
、
山
火
事
が
起
ら
な
い
よ

う
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

推
薦
　
一
名

知
事
賞
　
ト
ロ
フ
ィ
ー

副
賞
　
　
二
万
円

特
選
　
二
名

市
長
会
長
賞
　
副
賞
五
千
円

町
村
会
長
賞
　
副
賞
五
千
円

入
選
　
十
名

知
事
賞
　
　
副
賞
千
円

佳
作
（
若
干
名
）

記
念
品

そ
の
他
　
く
わ
し
い
事
は
市
役
所

総
務
課
企
画
統
計
係
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

国
定
公
園
切
手

初
日
カ
バ
ー
発

売
中
青
海
島

青
海
島
十
六
羅
漢
の
風
景
を
え

が
い
た
記
念
切
手
は
関
係
者
の
努

力
に
よ
っ
て
、
さ
る
二
月
十
五
日

に
盛
大
な
発
行
記
念
式
を
あ
げ
全

国
の
郵
便
局
か
ら
売
出
さ
れ
、
観

光
長
門
市
を
日
本
中
は
も
ち
ろ
ん

世
界
各
国
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
行
を
記
念
し
て
、
長
門

市
で
初
日
カ
バ
ー
を
三
千
部
っ
く

り
長
門
局
で
目
下
発
売
中
で
あ
り

ま
す
。
（
一
部
　
三
〇
円
）

こ
の
初
日
カ
バ
ー
は
切
手
蒐
集

愛
好
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
よ
ろ

ご
ば
れ
て
い
ま
す
。

着
々
と
進
む
相

撲
会
場
工
事

さ
る
二
月
一
六
日
に
起
工
式
を

行
っ
た
長
門
市
営
相
撲
会
場
（
国

体
相
撲
会
場
）
は
陸
上
自
衛
隊
第

一
〇
八
施
設
大
隊
長
門
工
事
隊
（

隊
長
徳
光
二
尉
以
下
総
員
三
〇
人

）
の
手
で
連
日
整
地
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
赤
崎
会
場
の
工
事
風
景
）

み
ん
な
の
自
覚
で

正
　
し
　
い
　
選
　
挙



長　門　市　広　報 昭和３７年３月７日

青
年
学
級
生
募
集中央

公民館だより

公
民
館
で
は
、
昼
間
働
い
て
お

ら
れ
る
方
で
も
、
家
事
に
従
事
し

て
い
ら
つ
し
や
芯
方
で
も
、
気
軽

る
に
学
ば
れ
る
青
年
学
級
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

講
師
陣
も
充
実
し
て
お
り
、
能
力

に
応
じ
た
学
習
が
出
来
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
た
め
の
青
年
学
級
を
ご

利
用
下
さ
い
。
尚
受
講
料
は
い
り

ま
せ
ん
。―

科
目
―

・
昼
間
部

（
午
前
９
時
ー
午
後
４
時
）

◇
和
裁
（
毎
週
月
、
水
曜
日
）

堀
　
カ
ツ
講
師

◇
洋
裁
（
毎
週
火
、
木
曜
日
）

岡
田
初
枝
講
師

◇
茶
華
道
（
毎
週
金
曜
日
）

近
藤
イ
ト
講
師

・
夜
間
部

（
午
後
７
時
ー
午
後
９
時
）

和
裁
（
週
２
日
）

◇
洋
裁
（
週
２
日
）

◇
茶
華
道
（
週
１
日
）

（
講
師
は
昼
間
の
部
と
同
じ
）

尚
上
記
各
科
目
の
受
講
者
は
毎

月
１
回
青
年
の
つ
ど
い
に
出
席
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
＝
其
の
他
会
費
制
の
グ
ル
ー
プ

活
動
も
あ
り
ま
す
の
で
入
会
を
お

す
す
め
致
し
ま
す
。

①
農
業
グ
ル
ー
プ
（
農
業
に
つ
い

て
毎
月
２
回
以
上
学
習
す
る
）

②
商
業
（
商
業
に
従
事
し
て
い
る

方
で
、
商
店
経
営
並
び
に
経
理

つ
い
て
学
習
す
る
）

③
山
び
こ
会
（
登
山
、
ス
キ
ー
等

の
学
習
と
実
習
）

④
い
つ
か
会
（
演
劇
に
つ
い
て
の

学
習
と
実
演
）

④
絵
画
ク
ラ
ブ
（
デ
ツ
サ
ン
か
ら

写
生
ま
で
の
実
習
）

⑥
市
民
合
唱
団
（

賞
・
備
考

◇
和
裁
、
洋
裁
、
茶
華
道
の
受
講

者
は
市
内
在
住
の
独
身
青
年
男

女
で
募
集
人
員
は
各
科
目
共
3
0

名
に
限
り
ま
す
。
但
し
学
生
は

除
き
ま
す
。

◇
会
費
制
の
グ
ル
ー
プ
に
は
性
別

年
令
、
人
数
に
制
限
な
く
入
会

出
来
ま
す
。

ス ポ ー ツ 新
開
白
潟
（
部
落
）
保
線
区
（
職
場
）

通

中

学
（
中
学
）が
優
勝

八
回
市
内
駅
伝
縦
走

長
門
市
体
協
主
催

の
第
八
回
市
内
縦
走

駅
伝
（
仙
崎
ー
俵
山

）
は
、
さ
る
二
月
一

七
日
午
後
一
時
五
五

分
野
村
長
門
市
長
の

号
砲
合
図
に
仙
崎
渡

船
場
前
を
参
加
二
三

チ
ー
ム
が
一
せ
い
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
途
中
沿
道
を
う
ず
め

た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
声
援
に

こ
た
え
て
終
始
熱
戦
を
展
開
し
ま

し
た
が
、
当
日
の
記
録
は
次
の
と

お
り
で
す
。

部
落
の
部

１
　
新
開
　
白
潟
連
合

一
時
間
一
四
分
○
秒

２
　
田
屋

一
時
間
一
五
分
○
一
秒

３
　
上
政

一
時
間
一
六
分
四
〇
秒

４
　
上
川
西一

時
間
一
七
分
○
五
秒

５
　
大
日
比一

時
間
一
七
分
二
六
秒

６
　
渋
木

一
時
間
一
七
分
五
六
秒

７
　
通
　
一
時
間
一
九
分
五
四
秒

８
　
湯
本

一
時
間
二
〇
分
ニ
一
秒

職
場
の
部

１
　
保
線
区一

時
間
一
七
分
○
七
秒

２
　
機
関
区一
時
間
一
九
分
五
八
秒

３
　
俵
山
農
協
一
時
間
二
一
分
一
三
秒

４
　
深
川
農
協
一
時
間
二
一
分
一
七
秒

５
　
中
国
電
力
Ｉ
時
間
二
一
分
二
〇
秒

６
　
山
陽
電
軌
一
時
間
二
四
分
一
四
秒

７
　
正
明
市
駅
一
時
間
二
七
分
二
六
秒

「
中
学
校
の
部
」

１
　
通
中
学
校
Ａ

一
時
間
一
六
分
五
二
秒

２
　
深
川
中
学
校
Ａ

一
時
間
一
七
分
ニ
一
秒

３
　
仙
崎
中
学
校

一
時
間
一
七
分
二
三
秒

４
　
俵
山
中
学
校

一
時
間
一
九
分
三
一
秒

流
感
は
こ
う
し
て
防
ぐ

二
月
初
め
か
ら
県
下
が
流
感
に

猛
威
を
ふ
る
い
、
学
級
閉
鎖
や
臨

時
休
佼
す
る
学
校
が
ふ
え
、
ま
た

カ
ゼ
の
た
め
欠
席
し
て
い
る
児
童

生
徒
は
三
千
余
人
に
の
ぼ
つ
て
い

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
、
流
感
は
ひ
ろ
が
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
各
個
人

が
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
流
感
に

か
か
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

①
外
出
時
は
ガ
ー
ゼ
を
厚
く
し
た

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と

③
外
出
後
は
必
ず
ウ
ガ
イ
を
す
る

こ
と
’

③
食
事
前
に
は
手
を
洗
う
こ
と

④
栄
養
食
を
と
り
身
体
に
抵
抗
力

を
つ
け
る
こ
と

な
お
、
不
幸
に
し
て
流
感
に
か
か

っ
た
人
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

再
発
し
た
り
、
他
人
に
う
っ
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

①
暖
か
く
し
て
安
静
に
す
る
。

②
タ
ン
、
鼻
汁
等
は
紙
に
と
り
必

ず
焼
き
捨
て
る
こ
と

③
大
衆
の
前
に
は
で
き
る
だ
け
出

な
い
こ
と
。

④
治
っ
た
と
思
っ
て
も
一
週
間
は

菌
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で

身
体
の
無
理
は
し
な
い
こ
と
。

ヂ
ー
ゼ
ル

機
関
車
が

山
陰
線
に
お
目
見
得

国
鉄
新
五
ヵ
年
計
画
事
業
の
一

つ
と
し
て
快
適
な
旅
行
が
楽
め
し

る
よ
う
に
と
、
さ
る
二
月
一
五
日

か
ら
山
陰
線
に
ヂ
ー
ゼ
ル
機
関
車

が
お
目
見
得
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
と
り
あ
え
ず
長

距
離
列
車
の
次
の
上
下
各
二
本
が

ヂ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
け
ん
引
と
な

り
ま
す
。

上
り

門
司
発
　
米
子
行

正
明
市
駅
発
　
一
時
四
一
分

門
司
発
　
京
都
行

正
明
市
駅
発
　
十
一
時
二
三
分

下
り

京
都
発
　
門
司
行

正
明
市
駅
発
　
二
時
五
〇
分

浜
田
発
　
下
関
行

正
明
市
駅
発
　
一
六
時
二
二
分

相
談
日
の
お
し
ら
せ

長
門
商
工
会
議
所

・
定
例
相
談
日

仙
崎
地
区
　
仙
崎
支
所

毎
月
七
日

俵
山
地
区
　
川
の
湯
階
上

毎
月
十
五
日

保
証
協
会
出
張
相
談
　
会
議
所

毎
月
十
一
日
（
休
日
順
延
）

右
中
小
企
業
者
の
御
利
用
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

市
役
所
及
び
学
校

の
小
使
さ
ん
募
集

次
の
要
領
で
市
役
所
及
び
深
川

中
学
校
小
使
を
募
集
し
ま
す
か
ら

希
望
者
は
申
込
ん
で
下
さ
い
。

記

一
、
応
募
資
格

①
市
内
に
居
住
す
る
年
令
四
十
歳

未
満
の
男
子
で
学
歴
は
間
い
ま

せ
ん

②
何
れ
も
住
込
出
来
る
者

二
、
募
集
人
員
各
一
名

三
、
申
込
み

三
月
十
五
日
迄
に
市
役
所
総

務
課
え
履
歴
書
を
一
通
持
参

し
て
下
さ
い

四
、
選
考

三
月
二
十
日
頃
簡
単
な
選
考

試
験
を
行
い
ま
す
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